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回路追加

スペアナ

SSB

無変調送信



ATT 追加

local 入力に

3dB　ATT 追加

スペアナ

SSB 無変調送信

　3dB 改善



スペアナ

CW 送信

820Hz 送信　キャリアより 7dB up



T3 を含む MIXER 動作がおかしいと思われましたので、T3 を取り外してみました。

T3 取り外し

　1-6 間：０ Ω

端子間抵抗確認

　3-6 間：1.84MΩ

　3-5 間：275kΩ

不思議な抵抗値になりました。10 回を解いたところ、マグネットワイヤー自体に上記抵

抗が存在しました。



まき直し

日本製

ポリウレタン

10 回巻き

抵抗測定 OK でした。

1-6 間：０ Ω

3-6 間：無限大

3-5 間：無限大

保険で、T1,T ２もまき直しした方が良さそうです。

まだ未実施

とりあえず

送信スペアナ

SSB　無変調時のキャリア漏れ：-69.42+30=-39.42dBm

CW 時　キャリア漏れ：-29.56+30=0.44dBm

　　　　820Hz トーン：-15.43+30=14.57dBm

これから、T1,T2 をまき直しします。


